
【取り組む際に生じた課題】
• 使用不可の原材料が各国により異なる。
• 各国のアレルギー規制に対する対応。

【対応の結果】
• 出荷する商品に使用不可の原材料を使う事が無くなった。
• アレルギー表記に一層気を使うようになった。
• 予期しない品質劣化が起き、現地で販売出来なかったこともある。

輸出商社と密接な情報交換を行い、商社を通じた間接輸出

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和３年度 13,500 149
通年令和２年度 12,900 124

令和元年度 10,000 116

おかき、あられ

【主な品目】

ＥＵ・アメリカ

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 輸出先に商社を挟まずに輸出できるようになること。
• 輸出販路の拡大。

【生じた課題への対応】
• 商社との綿密な情報交換。
• 国ごとのアレルギー方法の把握とその対応。
• 貿易を円滑に進める為HACCP等を取り入れた管理の実施。

【連絡先】 担当者名：植垣雄貴、ＴＥＬ：079-424-5445
【ウェブサイト】 http://www.uegaki-beika.co.jp/

（昭和47年より輸出開始）

兵庫県 植垣米菓（株）
『おかき、あられをEU・アメリカへ』

加工食品

輸出されている米菓


